





岡山大学教師教育開発センター紀要 第 3号 別冊
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.3, March 2013
Development of a Study Plan on Investigating Climatological Features of the Baiu Precipitation Based
 on the Daily Data with Attention to Appearance of Heavy Rainfall Events 
(A Report of a Class in Attached Junior High School of Okayama University)
Kuranoshin KATO , Nobuhiko HIGASHI
2013
【原　　著】
理科教育における Web ベースの対話型 3次元結晶構造教材
山川　純次
岡山大学教師教育開発センター紀要 第 3号 別冊
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.3, March 2013









































































































く，総降水量も多くない（Kato 1985, 1987, 1989；
加藤 1997, 1998, 2002； Ninomiya 1984, 1989, 2000; 



























































〜 1987 年の統計に基づく。なお，Ninomiya and 

























各クラスで 1 校時分。各クラス 40 名足らず）
日時：2007 年 12 月 17 日 ( 火 ) 第 2 〜 4 校時目（そ
れぞれ，A,E,B 組），及び，18 日 ( 水 ) 第 1，3 校時目 ( そ




















































〜 1998 年の 28 年分の毎日の値をプリントした資料




統計期間を確保するため，28 年を 7 年毎に分割し，
1971 〜 1977 の 7 年間を２つの班，同様に 1978 〜
1984，1985 〜 1991，1992 〜 1998 年の各 7 年間を
それぞれ２つずつの班が担当し，①で述べた『大雨
日』や『極端な大雨日』の日数をカウントさせた（第













計期間を広げたものであるが）。そして，「長崎 ( 九州 )
では，平均的には，6,7 月で計 4 〜 5 回もの『大雨日』
が毎年のように出現し，そのような日の寄与で，東
京 ( 東日本 ) よりも，梅雨期全体の降水量が 300mm
以上も多くなる。」との纏めを行った。また，参考ま
でに，降水量の年々変動が大きい点にも言及した。







　第 2 表　集計のまとめの表（各班が担当した 7 年
間毎の集計結果を入力後のもの）。なお，『大雨日』の
集計値は，『極端な大雨日』も含んでいる。






像の例。なお，授業で提示した 2007 年 7 月 6 日 21
時の画像は白黒では見づらい表示だったので，同様











































































































組と C 組。計 76 名分のワークシートを回収）につい
て，分析を行った。
(a) 質問項目 (1)：6 〜 7 月の降水の特徴
●総降水量の東西の違いの記述が出来た生徒：
　定性的 50 名（66％），定量的なことも含めた記述
16 名（21%）（以上合計 66 名（87％））
●大雨の出現頻度の東西の違いを記述出来た生徒：
　定性的 41 名（54％），定量的なことも含めた記述



















2 人，東京の最高値は 100mm/ 日程度しかないこと







かる（長崎の極値は，1971 〜 77 年：210.5mm，78
〜 84 年：448mm，85 〜 91 年：344mm，92 〜 98
年：186.5mm, 東京では，71 〜 77 年：103mm，78






以下の (A) 〜 (C) の特徴を捉えたものの数を数えた















(C)：24 人（32％），(B) と (C) 両方：16 人（21％）
　＊ (B) か (C) の少なくとも一方 :40 人（53％）
































たりしたことのうち，( ア ) 降水の東西差，( イ ) 梅雨
降水の大きさ，( ウ ) 梅雨活動の他地域との関係（モ
ンスーンとの関係等），に関して記述を集計した。

















































くなる。授業では，九州の長崎と関東の東京の 6 〜 7
















































　本研究は，平成 19 年度（2007 年度）に行った研
究授業をもとに，科研費（挑戦的萌芽研究）「多彩
な季節感を育む東アジア気候系とその変調を捉える
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Abstract: 
  In East Asia the signiﬁcant rainy season called the “Baiu” appears in early summer greatly inﬂuenced 
by the Asian summer monsoon system.  In the western part of the Japan Islands, much more frequent 
appearance of the heavy rainfall events results in the larger amount of total precipitation in the mature 
stage of the Baiu season than in the eastern part.  The present study developed a study plan for junior high 
school on the Baiu system with an activity of investigating climatological features of the Baiu precipitation 
based on the daily data with attention to appearance frequency of the heavy rainfall events.  This is for the 
science class in junior high school, but can be modiﬁed for the earth science or geography in high school.  In 
order to examine validity of this study plan, the class was performed in the Attached Junior High School of 
Okayama University.  The present paper reports the outline of the class and the results of the class.
Keywords: Study plan on the weather systems around Japan, Meteorological education, Dynamic climatology 
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